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様式第５号別紙１ 

 
事 業 実 施 報 告 書 

 
事業名 助けてと言える場所 子育て支援型コミュニティカフェ「元気スタンド・ぷれいス」 

１ 事業の目的 

・現代社会は、核家族化や少子高齢化が進み。かつてのような繋がりも薄れ、孤独や、

孤立を招きやすい社会となっている。こうした背景の中、子育て世帯に関しては、いじ

めや虐待、自殺，ＤＶ、ヤングケアラーなど様々な社会問題を抱え込みやすい。 
生活の悩みを自分たちだけで抱え込まないように、いつでも気軽に立ち寄れる常設の居

場所を作り、同じ境遇の人や、経験者と話をすることで“共感”を生み、気軽に相談を

したり安心感を得られる環境を作る。自分からＳＯＳを発信できない人でも日頃から周

囲との関わりを持つことで、周りの人たちが気付けるように地域の人との交流を支援し、

地域全体で子育てに参加するきっかけを作る。 
 
２ 事業内容 
（１）事業の概要 

・常設型のコミュニティカフェ「元気スタンド・ぷれいス」の開設 
こどもも、親もいつでも気軽に立ち寄ることが出来るスペース 
ワークショップや、ワンデーシェフなど自分が主体となって参加できる 
様々な年代の方が参加し世代間交流を深めていく 
気軽に悩みを相談できる「暮らしの保健室」の開催 

  ・コミュニティ食堂「ダンチでランチ」の開催 
    子供は無料で参加できる食事やイベントだが、今期は新型コロナウイルス感染

防止のために食材や弁当の配布のみを行った 
  ・子供の未来を応援する「みらいファンド」 
    高齢者などの寄付で子供達への食事の支援からケアラーとなっているこども

への生活支援のサポートを行い、高齢者が地域の子供達の成長に参加する機会

を設け、双方にとって“みらい”への希望を作る 
  ・シャッター商店街をコミュニティモールとして再生させるモデル化 
    世代間交流型コミュニティモールとして 
       高齢者の介護予防型コミュニティカフェ「元気スタンド・ぷリズム」 
       高齢者の働き先、食生活支援拠点「元気スタンド・ぷライス」 
      ☆こどもと親の為のコミュニティカフェ「元気スタンド・ぷれいス」 
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（２）事業の流れ 
  ・採用決定後に直ぐ事業開始に取り掛かりましたが、新型コロナウイルスの感染拡

大（※１）と、事業予定物件貸主であるＵＲ都市再生機構による貸し渋り（※２）

に遭い、大幅に事業開始が遅れてしまいましたことを深くお詫び申し上げます。 
 

※１ご存知の通り埼玉県では新型コロナウイルス感染拡大防止のため、まん延防止

等重点措置が設定され人との交流や飲食店営業の自粛が余儀なくされました。 
今回の企画内容は人との交流を促進するものであり、現在の社会環境からは実行す

るにあたり懸念される部分が多々ありましたが、感染拡大に留意しながら出来る範

囲で事業を進めてまいりました。 
また、同じく新型コロナウイルス感染拡大のために世界的に半導体不足や建築資材

の調達が困難になっており、図面は出来ているのに資材が揃わないために工事が出

来ない状況であったために、公示前に店舗スペースを先に賃貸契約を締結し、逆に

換気には申し分なかったため事業計画通り実施いたしました。 
 
  ※2021 年 3 月上旬まで賃貸募集していた幸手団地テナントスペースが、突如 3 月

下旬に募集を下げられていて幸手団地のテナントは全て貸せないとＵＲ都市再生

機構経営部埼玉担当から貸し渋りに遭いました。しかし、事業内容がＵＲ都市再生

機構の営業方針とも合致する為、粘り強く交渉を続けた結果 11 月に予約契約 2022
年 2 月に本契約を結ぶことが出来ました。顛末につきましては別紙にて。 

  
※「ダンチでランチ」は新型コロナウイルス感染防止のために今期は食料や、弁当

などの配布のみ 
  
・2021 年 5 月 29 日ぷリズムにて「ダンチでランチ」子育て世帯への食

料（お米）の配布 30 組  
 ・2021 年 8 月 5 日ぷリズムにて「ダンチでランチ」子育て世帯への食

料、日用品の配布 28 組 
 ・2021 年 9 月 17 日ぷリズムにて「ダンチでランチ」子育て世帯への食

料の配布 20 組 
 ・2021 年 9 月 30 日ぷリズムにて「ダンチでランチ」子育て世帯への

食料の配布 24 組 
 ・2021 年 12 月 4 日ぷリズムにて「ダンチでランチ」子育て世帯への

食料の配布 16 組 
 ・2021 年 12 月 12 日幸手団地にて子育て応援

まつりの企画として幸手団地店舗前からハ

ンドル付き電動車いすを利用したエレクト

リカルパレードを開催 参加者 12 人 
   
   
 
 
  

ハンドル付き電動車いすを難しそうと思い込

んでいる高齢者の誤解を解くために子供たち

が音楽を鳴らしながら電飾を付けたハンドル

付き電動車いすでパレードを行った 
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・2021 年 12 月 22 日ぷリズムにて「ダンチでランチ」子育て世帯への食料の配布 20
組 

 ・2021 年 12 月 25 日幸手団地にて ハンドル付き電動車いすにサン

タが乗ってお菓子をプレゼント 30 人 
 ・2022 年 1 月 16 日ぷれいスにて「ダンチでランチ」フードドライ

ブ食材を千本引きで出た目分配布（子供はサイコロ 2 回転がし出

た目の合計数、大人は 1 回）47 人 

 
 
 
 
 
 
 

・2022 年 2 月 11 日ぷライスにて「ダンチでランチ」子育て世帯への食料（パン）の

配布 20 人 
 ・2022 年 2 月 20 日ぷれいスにて「ダンチでランチ」カレー弁当の配

布 子供無料、大人 100 円 48 人分 20 分程度で完売 
 ・2022 年 2 月 22 日ぷれいスにて「暮らしの保健室」開催 4 人 
 
 
 
 
 
 -プレオープンイベント- 感染予防のため少人数予約制で開催 
・2022 年 2 月 23 日ぷれいスにて「プレオープンイ

ベント」 紙芝居とギターは店頭 
あきこヨガ 親子ヨガ、ヨガ体験。12 組  
消しゴムはんこ花日和 捺し体験。15 名  
オリジナル紙芝居「きみにあいに」50 人  
ギター弾き語り歌声喫茶 50 人 

 
 
 
 
 
 

在宅医療県警拠点「菜のはな」さんの看護

師さんがお母さんの相談に乗る間、応援に

来てくれた幸手看護専門学校の先生が子

供たちの面倒を看てくれました。 

通りがかりの方が興味を持ってくれる方が多く、たく

さん声をかけられました 
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・2022 年 2 月 26 日ぷれいスにて「プレオープンイベント」 
 あきこヨガ 親子ヨガ、ヨガ体験。10 組 
 ポーラセーツ ミニボウル絵付け体験 8 人 
 ハンドパック＆ハンドトリートメント 6 名 
 眉＆アイメイクで大変身 6 名 

 
 
 
 
 
 
 
 

・2022 年 2 月 27 日ぷれいスにて「プレオープンイベント」 
 あきこヨガ 親子ヨガ、ヨガ体験。6 組 
 春色の花でワックス飾り 10 名 
 消しゴムはんこ花日和 彫り体験 捺し体験 15 名 

 
 
 
 
 
 

   
・みらいファンド  
  －地域の人たちが子供たちの“みらい”に対し投資（寄付）して頂き 
  食事の支援や、ケアラーであれば生活の支援を行い 
  子供たちの成長を応援することで一緒に子供たちの“みらい”を楽しむ－ 
  【仕組み】 

① 高齢者など大人から寄付を一口 500 円で頂きます。 
② それを原資に 250 円の応援チケット 

2 枚を店内の応援ボードに貼ります。 
（応援メッセージを記入） 

③ こどもが店で食事をする時、または家族のケアで生活支援

が必要な時 
チケットを利用することが出来る 

④ チケットを利用する時、こどもにお礼メッセージを記入し

てもらう。 
⑤ 使用済みのチケットはありがとうメッセージとして店内

のありがとうボードに貼ります。 
⑥ 年に 1 回程度、こども達による発表会を開催し寄付してく

れた方を招待します。 
 

年齢問わずトリートメントや

メイクはとても人気が高く早

く予約が埋まってしまった 

使用済みを貼る 

ありがとうボード 

応援チケットを貼る 

応援ボード 
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（３）連携・協力機関 
  ・店舗の設計工事  

日本工業大学足立先生、勝木先生、ゼミ学生さん   
    内装デザイン設計と店内家具部分は学生さんが協力 
  ・店舗の水回り工事 白石工務店様 
 
 
  ・「暮らしの保健室」北葛北部医師会在宅医療連携拠点推進室“菜のはな”様 
  ・「無料法律相談」法テラス浦和様、法テラス秩父様 
   
  ・ワークショップ ハッピーマザーズ 
    現在カルチャーセンターとして使用している場所から 
    元気スタンド・ぷれいスに活動拠点を移す予定。 
 
 
 
  ・ダンチでランチ 埼玉県子供食堂ネットワーク、幸手市 
  ・子育て応援まつり 幸手市子育てネットワーク 
  ・エレクトリカルパレード 博報堂  
  ・みらいファンド 幸せ手伝い隊（幸手市栄商店会） 
  ・コミュニティモール 元気スタンド・ぷリズム合同会社 
 
 
３ 成果及び今後の展開 

・新型コロナウイルスの感染拡大防止のために人との繋がりが更に遮られている現

在において、初対面の人同士が一緒に食事をすることはまだ難しい為に「ダンチ

でランチ」においては食料品や弁当の配布のみに留まったが、お知らせを行うネ

ットワークを構築することが出来た。今後は更にスムーズにお知らせが出来るよ

う取得した公式ＬＩＮＥアカウントを利用して発信する予定。 
・今回作成したワークショップのチラシは団地内すべてに配布し、予約を順調に頂

くことが出来、また、子育て支援型コミュニティカフェの誕生の告知が出来た。 
 団地以外の方々へお知らせとして地域情報誌「アットマークニュース」への掲載、

新聞を取っていない人も多いので電柱広告にも表示をした。 
・感染防止という現在の課題に対応しつつ、交流を拡大させるにはワークショッ

プの開催が有利と考え、ちょうど子育て中の方が可能な時間を利用して講師を務

めるカルチャースクールを数多く行っているハッピーマザーズと連携し、拠点と

して利用していただくことで新規のお客様と、イベント開催による周辺の方の集

客が期待できます。 
・ワンデーシェフによる活用も既に数名の出店希望者がおり、水周りの完成を待

つばかりとなっております。 
・これからは勉強を地域の大学生さんや教師経験者などが教える学習支援や、毎

日の朝ごはんサポートといってらっしゃいの声掛けの為の「おにぎりプロジェク

ト」を開催する予定です。 

学生さんがグループ単位で図面を作

成、ブラッシュアップしていった 

2022 年 2月 6日読売新聞埼玉版にて 

ハッピーマザーズの記事が掲載 


